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我々研究チームは、国立天文台 VERA (VLBI Exploration of Radio Astrometry)望遠鏡に現在搭載されてい
る周波数 43GHz(ギガヘルツ)帯の受信機を左右両円偏波同時受信化することを推進してきた。この 43GHz帯の
両偏波受信機を完成させた水沢局と入来局の 20m望遠鏡 2台と、韓国 KVN (Korean VLBI Network)を構成す
る 3台の 21m望遠鏡を合せた計 5台の望遠鏡で、機動性があるミリ波帯の偏波 VLBIネットワークを東アジア
に構築することを目指している。この新たな偏波VLBI網を利用し、1)活動銀河核の中心から数百シュバルツシ
ルト半径以内の領域から噴出する電波ジェットの磁場形状をミリ波帯で直接撮像することにより、ジェット生成
過程とその根元の磁場構造の関わりを解明すること、2)観測で得たデータを磁気流体シミュレーションと比較し
て、ジェットの収束が磁場構造によるものなのか、あるいは多層構造によるものなのか等を研究することを計画
している。本講演では、2018年 3月以降に実施した VERA２局間の両偏波同時受信による干渉計試験の結果と
国際協力によるVERA-KVNの偏波試験観測の途中経過、および今後の計画を報告する。(本研究は JSPS科研費
JP15H03644の助成を受けたものです。)


